
7-5 社内のインフラ

322　インターネット白書2008

 

第
7
部

企
業
利
用
動
向

LAN/利用機器

無線LAN導入による実際の効果は、期待効果よりも低下
資料7-5 - 8　無線LAN利用時の実際の効果（複数回答）［2007年 -2008年］

インターネット利用機器はパソコンが突出
資料7-5 -9　インターネット利用可能な機器（複数回答）［2007年 -2008年］

©impress R&D, 2008

インターネット利用可能な機器をみると、「デスクトップパソコン（Mac含む）」が92.3％、「ノートブックパソ
コン（Mac含む）」が86.3％とパソコンが突出しており、その他の機器の利用は1割強にとどまっている。また、
昨年の調査と比較してもほとんど変化はみられない。

©impress R&D, 2008

無線LAN導入企業が実際に感じている効果では、「利用者の利便性」が52. 9％で最も高く、「社内のレイア
ウト変更や人事異動時の柔軟性や配線コストの削減」が37. 8％、「社内ネットワーク（LAN）の管理コストの
削減」が19.3％で続いている。導入時に期待していた効果を比較すると、全体的に比率は低下している。
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大企業ほどパソコン以外の機器の利用率も高まる
資料7-5 -10　インターネット利用可能な機器（複数回答）［従業員規模別］

インターネット利用可能なハードウェア比率は8割以上が3分の2
資料7-5 -11　インターネット利用可能なハードウェア比率［2007年 -2008年］
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デスクトップパソコン（Mac含む） 92.3% 88.7% 97.0% 91.0% 93.0% 93.5% 91.3% 88.6%

ノートブックパソコン（Mac含む） 86.3% 73.5% 82.6% 84.0% 89.4% 90.2% 91.3% 89.5%

ラックマウント型パソコン 11.2% 0.7% 3.6% 9.7% 11.5% 14.0% 12.6% 24.9%

無線LANやイーサネットが付属するPDAやインターネット専
用端末（Palm、WindowsCE、ザウルス、ポケットボードなど） 13.5% 9.9% 6.9% 12.5% 8.8% 17.7% 16.5% 22.7%

その他の機器（ワークステーション、NC、トレーディング専用
端末、カーナビ、TVゲーム機など） 13.7% 11.9% 8.2% 10.4% 11.0% 13.0% 14.3% 27.1%

わからない 1.9% 0.0% 1.6% 2.8% 1.8% 1.9% 2.6% 2.6%

©impress R&D, 2008

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

2008 年
N=1,471

2007 年
N=1,500

20％未満

20～40％未満

40～60％未満

60～80％未満

80～100％未満

100%

わからない

33.0％6.1％

6.8％5.3％

32.8％7.6％

7.5％

8.9％

9.0％

3.2％

8.5％

7.8％31.6％ 32.0％

インターネット利用可能な機器を従業員規模別にみると、デスクトップパソコンやノートブックパソコンはどの
規模でも8 〜 9割と大きな差はない。一方で、「ラックマウント型パソコン」や「無線 LANやイーサネットが
付属するPDAやインターネット専用端末」「その他の機器」は、大企業ほど利用率が高い傾向がみられる。

企業内における機器のうち、インターネット利用可能なハードウェアの比率をみると、「80 〜100％未満」が
33. 0％で最も高く、「100％」が僅差の32. 8％で続いている。昨年の調査と比較すると、40％未満といっ
た低率の比率が減少し、80％以上の比率が増加している。
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ネット利用可能なハードウェア比率100％は小規模企業ほど高い
資料7-5 -12　インターネット利用可能なハードウェア比率［従業員規模別］

利用機器
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インターネット利用可能なハードウェアの比率を従業員規模別にみると、80％以上の比率はどの規模の企業
においても7 〜 8割で大きく変わらない。ただし、「100％」の比率は小規模な企業ほど高い傾向がみられ、
1 〜 9人の企業では55.0％を占めている。
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